
循環器疾患
　循環器疾患（脳血管疾患や心疾患等）の危険因子には高血圧、脂質異常症、喫煙、糖尿病があり、これらには、食塩の過剰摂取、
運動不足、多量飲酒といった生活習慣が深く関与していることから、循環器疾患を予防するためには、健全な生活習慣を身に
付け、危険因子をコントロールすることが重要です。
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がん

●がんに関する知識の普及啓発
　がん講演会、健康教室、健康相談や、学校、大学、専門学校
等との連携による出前授業等に取り組みます。
●がんの早期発見・重症化予防
　がん検診の実施、広島県や関係機関・団体との連携による
がん検診の受診勧奨のほか、がん検診の精度管理及び事業
評価などに取り組みます。

　がんの発症には、喫煙（受動喫煙を含む。）、多量飲酒、バランスの悪い食事、運動不足などの生活習慣によるもの、がんに関連
するウイルスや細菌の感染など様々な要因があります。がんによる死亡を減少させるためには、がんの発症を予防するとともに、
がんを早期発見し、適切な治療につなげることが重要です。
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主な取組

●循環器疾患に関する知識の普及啓発
　健康教室や健康相談、学校、大学、専門学校等との連携によ
る出前授業等に取り組みます。
●高血圧・脂質異常の早期発見・重症化予防
　特定健康診査及び特定保健指導の実施、地域団体等との連
携による特定健康診査の受診勧奨に取り組みます。

主な取組

糖尿病
 糖尿病の発症は、食生活や運動習慣などの生活習慣と密接な関わりがあることから、健全な生活習慣を身に付け、血糖値等を
コントロールすることが重要です。
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●糖尿病に関する知識の普及啓発
　健康教室や健康相談、学校、大学、専門学校等との連携によ
る出前授業等のほか、糖尿病の未治療者への普及啓発方法
の検討などに取り組みます。
●糖尿病の早期発見・重症化予防
　特定健康診査及び特定保健指導の実施、地域団体等との連携による特定健康診査の受診勧奨に取り組みます。

主な取組

次世代の健康

●子どもと親の健康づくり
　母子健康手帳の交付及び妊婦相談、妊婦や乳幼児の健康
診査など、妊産婦・乳幼児の健康づくりに取り組みます。
　また、食育の推進や飲酒喫煙防止の啓発など、保育園・幼
稚園・学校における子どもの健康づくりにも取り組みます。
●子どもの健康を支える環境づくり
　常設オープンスペースの設置や、学校における地域社会と連携した食育などに取り組みます。

　生涯を通じて心身ともに健康で自立した生活を送るため
には、妊娠中や子どもの頃からの健康、すなわち次世代の健
康が重要です。
　子どもの頃から望ましい生活習慣を身に付け、健やかに発
育することで、生活習慣病を予防し、成人期、高齢期にわた
る将来の健康につなげることができます。
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主な取組

※次世代とは、おおむね０歳から１９歳までの方をいいます。

働く世代の健康

●生活習慣病を予防するための健康づくり
　がんや循環器疾患等の生活習慣病の発症予防と早期発
見、健全な食生活の推進や運動習慣の継続を目指した取組
などを実施します。
●働く世代の健康を支える環境づくり
　企業、関係団体、地域団体等と連携して、
メンタルヘルス対策や職場環境の改善な
ど、働く世代の健康づくりに取り組みます。

　主要な死亡原因である生活習慣病を予防するためには、生活習慣病の発症前の段階であるメタボリックシンドローム（内臓脂
肪症候群）の該当者や予備群が増えてくる「働く世代」が健康に関心を持ち、自己の生活習慣の見直しと改善を行い、主体的に健
康づくりに取り組むことが重要です。
　また、働く世代は、社会的な役割や負担が大きくなり、ストレスも増大することから、自分に合った健康づくりに取り組み、心身
ともに健康な状態で生活することも重要です。

2

主な取組

※働く世代とは、働くことができる年齢層のことをいい、おおむね２０歳から64歳までの方をいいます。

COPD（慢性閉塞性肺疾患）
　ＣＯＰＤの原因の90％はたばこの煙によっており、喫煙者の20％がＣＯＰＤを発症するとされています。ＣＯＰＤの発症を予防し、
進行を阻止することは、禁煙によって可能であり、早期に禁煙するほど有効性は高いといわれています。また、薬物等による治療が
可能であることから、早期発見・早期治療が求められています。
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●ＣＯＰＤに関する知識の普及啓発
　ＣＯＰＤの認知度を高め、ＣＯＰＤとその予防方法につい
て、健康教室等の実施により正しい知識の普及啓発を行うとともに、喫煙対策に取り組みます。
●ＣＯＰＤの早期発見・重症化予防
　特定健康診査や肺がん検診など既存の健康診査の場を活用し、問診による喫煙状況の確認を通じて、ＣＯＰＤの早期発見に取
り組みます。

主な取組

※ＣＯＰＤは、主に長期の喫煙によってもたらされる肺の炎症性疾患で、咳、痰、息切れなどの症状が出て、徐々に呼吸障害が進行するものです。

基本方針①　生活習慣病の発症予防と重症化予防 基本方針②　ライフステージに応じた健康づくり

高齢世代の健康

●健康づくりと介護予防
　健康診査や介護予防教室の実施など、健康づくりと介護予
防に関する知識や活動の普及に取り組みます。
　また、生活機能維持向上事業など、要支援・要介護状態に
なる可能性が高い高齢者を対象とした介護予防対策の推進
に取り組みます。

●いきいきとしたセカンドライフを送るための環境づくり
　介護予防活動を行う高齢者の自主グループ化の支援、介護予防リーダー養成講座などに取り組みます。

　少子・高齢化が進む中で、健康寿命の延伸を実現するためには、生活習慣病の予防とともに、社会生活を営むための機能を高
齢になっても可能な限り維持することが重要です。
　高齢化に伴う認知機能や運動器機能など、社会生活を営むために必要な機能の低下を遅らせるためには、高齢世代の健康に
焦点を当てた取組を強化する必要があります。
　また、介護が必要となる主な原因としては、脳血管疾患（脳卒中）や認知症のほか、高齢による衰弱、関節疾患、骨折・転倒など
が挙げられることから、これらを予防するための取組を推進する必要があります。
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主な取組

※高齢世代とは、おおむね65歳以上の方をいいます。

主な目標項目 現状 目標
40.8
19.3
42.3
18.1

130.4mmHg
126.5mmHg
10.5%
15.4%
65.6%

34.3
17.7
31.8
13.7

127.5mmHg
123.7mmHg
7.9%
11.6%
70%

男性
女性
男性
女性
男性
女性
男性
女性

脳血管疾患

虚血性心疾患

高血圧の改善（収縮期血圧の平均値）

健康診査の受診率の向上

脂質異常症の減少（LDLコレステロール
160mg/dl以上の者の割合）

循環器疾患による死亡率の減少
（脳血管疾患・虚血性心疾患の年
齢調整死亡率（10万人当たり））

主な目標項目 現状 目標
129人
1.0%

8.6%

減　少
0.8%

9.6%

糖尿病腎症による年間新規透析導入患者数の減少
血糖値を適正に管理できていない者の割合の減少

メタボリックシンドロームの該当者及び予備群の減少

糖尿病有病者の増加の抑制（糖尿病治療薬内服中又は
HbA1cがJDS値6.1%（NGSP値6.5％）以上の者の割合）

27.9% 25%減少

朝食を食べることが習慣になっている
子どもの割合の増加
運動やスポーツを習慣的（週に３日以
上）にしている子どもの割合の増加

小学生
中学生
男　子
女　子

肥満傾向にある子どもの
割合の減少
 

主な目標項目 現状 目標
97.0%
95.0%
62.8%
38.5%
4.1%
3.3%
3.7%
4.9%
3.4%
4.2%
1.8%
5.3%
1.8%
82.3%

100%
100%

0%
0%
0%
0%
0%
90%

増加傾向へ

減少傾向へ

男　子
女　子
男　子
女　子

小学生

中学生 

男　子
女　子
男　子
女　子

小学5年生

妊娠中の喫煙をなくす

未成年者の喫煙をなくす

未成年者の飲酒をなくす

３歳児でう蝕のない者の割合の増加

主な目標項目 現状 目標
49.2%
15.8％

80%
10.8％

ＣＯＰＤ（慢性閉塞性肺疾患）の認知度の向上
成人の喫煙率の減少

20～60歳代男性
主な目標項目 現状 目標

23.1%
25.1%
268ｇ
69.4%
67.9%
7,997歩
7,772歩
27.4%
15.8％
20.5%
15.2%
42.3%

20%
20%
350ｇ

85%以上
85%以上
9,000歩
8,500歩
22%
10.8％
17.4%
12.9%
65%

20歳代男性
30歳代男性

20歳以上

成人の喫煙率の減少

過去1年間に歯科健康診査を受診した者の割合の増加

睡眠による休養を十分とれていない者の割合の減少

成人男性肥満者の割合の減少（BMI25以上）
20歳代女性のやせの者の割合の減少（BMI18.5未満）

朝食を食べることが習慣になっ
ている者の割合の増加 
 
日常生活における歩数の増加

野菜の摂取量の増加

男性
女性

男性
女性

生活習慣病のリスクを高める量（１日当たりの純アルコール摂取量
が男性40g以上、女性20g以上）を飲酒している者の割合の減少

主な目標項目 現状 目標
78.2
38.2%
28.8%
24.1%
22.0%
25.5%
20.8%
40.2%
35.2%
15.8%

50%
50%
10.8%

50%

50%

50%

がんによる死亡率の減少（75歳未満のがんの年齢調整死亡率（10万人当たり））

がん検診の受診率の向上

成人の喫煙率の減少

男性
女性
男性
女性
男性
女性

胃がん

肺がん

大腸がん

子宮頸がん
乳がん

69.3

日常生活における歩数
の増加
30分以上健康のために
歩く者の割合の増加

主な目標項目 現状 目標

26.4%

5,626歩
5,797歩
57.9%
47.9%

55.8%

男　性
女　性
男　性
女　性

70歳以上

70歳以上

 

ロコモティブシンドローム（運動器症候群）を認知
している者の割合の増加

地域活動に参加する高齢者（65歳以上で地域活動
に参加する者）の割合の増加   
80歳以上で20歯以上の自分の歯を有する者の
割合の増加 24.1%

80%

7,000歩
6,000歩
68%
58%

63%

50%
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